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オントンジャワ海台の地殻構造と広帯域海底地震観測に見られる表面波速度につ

いて

Surface wave velocities from broadband OBS array observation in relation to the crustal

structure in Ontong Java Plateau
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オントンジャワ海台で５台からなる広帯域海底地震計アレイによる海底地震観測を1 9 9 8年2月に行い、複数の遠
地地震の表面波を観測した。これら表面波からL o v e、R a y l e i g h波位相速度を推定し、平行して行ったエアガンを
使った地殻構造探査の結果と比較した。

従来困難だった広帯域地震観測が海底でも最近は可能になってきた。すでに、我々のグループは南海トラフや
オントンジャワ海台でのべ３回の広帯域海底地震観測を行ってきた。広帯域観測が海底でできることによりみえ
るようになったものに、数十秒の周期で卓越する表面波があるが、表面波を海底で観測することによって、観測
ネットワーク下の地殻・マントルの構造を示唆することがどの程度可能であろうか？

オントンジャワ海台に小型の広帯域海底地震計５台を十字型アレイに設置し、１９９８年１月末から２月末ま
での数週間地震観測を行った。その間広帯域海底地震計を補間するように短周期型海底地震計も１４台設置し、
大容量エアガンアレイを震源とした海底地震計による地殻構造探査を行った。これによりオントンジャワ海台中
心部での精密な地殻構造が求められた。

オントンジャワ海台中心部の地殻は、1 k m程度の堆積層の下にごく薄い4 k m / s前後の層、5.4 &#8211; 5.8km/s
の上部地殻、6.1 &#8211; 6.9km/s の下部地殻、非常に厚い7.2km/sの高速度下部地殻から構成されていた。大容量
エアガンアレイの使用によって、海底からモホ面までの深さは深いところで4 0 k mという深さであったが、そこか
らの反射波をO B Sによって明瞭に認めることができた。また、下部地殻まで達したエアガン震源の変換S波も明瞭
に観測することができた。

一方自然地震観測からは、いくつかの遠地地震について、表面波を広帯域海底地震計アレイにとらえること
ができた。観測した表面波を震源のradial 方向とtangential 方向に分離することによりRayleigh 波とL o v e波を明確
に分別できた。そこから、アレイ観測によるRayleigh, Love波位相速度の推定を行った。本研究ではこれら表面波
速度と地殻構造探査の結果を比較し、議論するほか、海底で観測された表面波の特徴について紹介を行う。


